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平成２７年度 決算審査報告 

行財政運営の効率化と最小で最大の効果を

決算審査報告をする奥本代表監査委員

会   計 歳入総額 歳出総額 
歳入歳出差引額

うち基金へ積立てた額 

一 般 会 計 32億 4683万円 31億 5838万円 8845万円 3455万円 

特 

別 

会 

計 

簡易水道事業 １億 2734万円 １億 2734万円 0円 0円 

下水道事業 1億 8691万円 1億 8691万円 0円 0円 

国民健康保険 4億 8414万円 4億 9284万円 △870万円 0円 

介 護 保 険  2億 9011万円 2億 8584万円 427万円 213万円 

後期高齢者医療 2230万円 2230万円 0円 0円 

合 計 43億 5763万円 42億 7361万円 8402万円 3668万円

平成 26年度決算 36億 2769万円 35億 2221万円 １億 548万円 4217万円 
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 平成２８年第３回定例会は、９月７日から１２日までの６日間の会期で行われまし

た。 

 村長から、報告２件、決算認定６件、補正予算案４件の計１２件が提出され、それ

ぞれ全会一致で原案どおり決しました。 
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９月７日（水）午後６時から行われた夜間議会（一般質問）で２５名の方に傍聴して頂き、アン
ケート調査を実施しました。 回収率 ８４％（２５人中２１人が回答）

○議会活動全般についてご意見・ご要望
・漁業者の代表的議員もいると思うが、海岸のゴミや水揚げ減少など深刻な漁業対策などについ
ての質問が出ていない。村民の生活に密着した質問を優先してもらいたい。 

 ・通告している質問は、項目ごとに一括して質問して欲しい。質問がこま切れしていて時間もか
かっている。 

 ・住民の暮らしなどに関係のある質問などを望みます。
※みなさんからの貴重なご意見は、今後の議会活動の参考とし、よりよい議会運営を目指していきます。 

  ～ シイライン欠損金とは？ ～

シイライン（株）が前年度に生じた赤字に対し、国が約半分、残りの半分を離島航路事業構成自

治体であるむつ市と佐井村が負担割合７対３に応じて補助金を交付しているもの。

【欠損金補助交付額】

度年６２度年５２度年４２度年３２

補助金（ 国 ） 9070万円 1億 2619万円 9255万円 1億 785万円

補助金（むつ市） 5003万円 3972万円 4195万円 5961万円

補助金（佐井村） 2144万円 1702万円 1798万円 2555万円

補助金合計 1億 6217万円 1億 8293万円 1億 5248万円 1億 9301万円

一般会計 
補 正 前 補 正 額 計

25億9055万円 1億9460万円 27億8515万円 

補正の主な内容

■役場庁舎内の照明設備をＬＥＤ化に整備する費用・・・・・1844 万円 

■離島航路運行欠損金（シイライン）・・・・・・・・・・・・988 万円 

■社協へ貸出している外出支援車の老朽化による更新 ・・・・625 万円 

（県補助金460 万円） 

■森林所有者情報整備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・119 万円 

 地図情報や台帳、航空写真データなどを管理するシステム導入経費（県補助金1/2）

■外国人観光客ニーズ調査など・・・・・・・・・・・・・・５５２万円 

外国人を招請し、観光資源の発掘などの調査を行うための委託経費（国庫補助金4/5）

特別会計 

会 計 補 正 前 補 正 額 計

下 水 道 事 業 1億8853万円 149万円 １億9002万円 

国 民 健 康 保 険 5億1291万円 335万円 5億1626万円 

介 護 保 険 3億4278万円 1049万円 3億5327万円 

ア ン ケ ー ト 調 査 結 果

※万円以下四捨五入

平成２８年度 一般会計補正予算

シイライン欠損金追加補正し合計１９８７万円に
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仏ヶ浦や漁村風景、福浦の漁村歌舞伎が評価された
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美しい村づくり 

浸透していない 

総
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査
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箭根森八幡宮鬼退治伝説ねぶた 

その目的と活用方法は 

住民参加で行われた青森ねぶた運行（８月５日）

総
括
審
査
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代替え船の仏ヶ浦海上観光（株）

「ニューしもきた」 
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宮川 尚議員
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村長 ― 要望しており、解消に努力したい

台風１０号による集中豪雨で冠水し、消防車による雨水の吸い上げ作業が行われた古佐井工場町 
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優先的な改善を求める 
繰り返し発生する災害による被害 
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佐井小学校が記念として制作した壁画 

3910

川畑勲夫議員 
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村長 ― 実行委員会で検討していく

今年４月に県重宝（建造物）に指定された旧三上家住宅
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記念事業の充実に期待 
記念講演や劇の上演、防波堤の壁画など 
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電源開発（株）松浦火力発電所を視察
９月２８日 長崎県 

九州電力（株）玄海原子力発電所視察 
９月２８日 佐賀県

佐賀県東松浦郡玄海町（人口 5,943人）に建設

燃料の石炭は輸入し、１年間に４４５万トン使用する

昭和５０年１０月に１号機が営業運転

を開始してから、２号機、３号機、４号

機と建設され、九州最大の発電所となっ

ています。 

○主な質問事項

Ｑ．福島第一原発の事故を契機に、玄海

原子力発電所でも稼働停止の状態が続

いているが、これに対する地元の声は。

Ａ．一日も早く再稼働して欲しいという

声と、不安だという声がある。

Ｑ．避難計画（方法・ルート）に対して

の住民からの意見などは。

Ａ．住民からの意見などは寄せられてい

ないが、事業者として支援できる部分

はやる。

Ｑ．伊万里市長が玄海原子力発電所の再

稼働反対を表明したが、これに対する

事業者の受け止めは。

Ａ．６月議会と７月の２回、協定を締結

している。市長は、住民不安の代弁を

したのではないか。我々は再稼働に向

け、住民の理解を深めていく。

国内でも有数の規模を誇る石炭火力発

電所として、１号機、２号機が建設され

ており、バイオマス燃料の混焼によるＣ

Ｏ２削減にも取り組んだ運転がされてい

ます。

バイオマス燃料は、４種類を使用し、

年間２万トンが使われ、石炭の量に対し

１％の割合で燃焼されており、木質ペレ

ットが３種で、未利用材、林地残材、建

築廃材、バイオソリッドが１種で、下水

汚泥乾燥燃料が使われています。

現在、3 号機と 4 号機の運転再開に向け、原子力規制委員会

の審査が進められている 
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青森市佐井村人会に参加
１０月１６日 青森市 

長崎大学水産学部を表敬訪問 
９月２９日 長崎市

長崎大学副学長並びに教授へ挨拶を述べる竹内議長

一年に一度の再開を楽しんだ

 長崎大学とは２０１２年の長崎大学の現地実習から交流がスタートし、現在も地域創生総合戦略

の漁業自立振興プロジェクトの一環として、同大学の水産学部と連携しさまざまな事業を行ってい

ます。平成２７年度には、子どものころから漁業に興味・関心をもってもらおうと、牛滝小中学校

において授業の一環として講座を行いました。議長からは、今後の当村の漁業振興に引き続き協力

をお願いしたいと挨拶があり、牛滝小中学校の児童生徒からのお礼の手紙が手渡されました。 

約２０名の参加のもと青森

市で行われた佐井村人会に、議

会からは竹内議長、坂井副議

長、山口総務産業常任委員長が

参加しました。

役場職員などの有志による

神楽や祭囃子の披露があり、会

場は故郷に親しみ、賑やかな雰

囲気に包まれました。しかし、

残念ではありますが、会員の高

齢化などにより、今回をもって

解散することになりました。
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～議会を傍聴しませんか～

第４回議会定例会は、１２月上旬開催の 

予定です。 

みなさんの議会傍聴をお待ちしています。 

詳しくは、サイボードでお知らせします。 

漁の合間に薪割り
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元気！で働く 

お年寄りを紹介
横浜 繁雄さん（満８８歳） 磯谷 

 イワさん（満８４歳） 

「漁師一筋７０年 体が続く限り海と生きる」 

「
今
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